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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第50期

第１四半期連結
累計期間

第51期
第１四半期連結

累計期間
第50期

会計期間

自平成28年
　４月１日
至平成28年
　６月30日

自平成29年
　４月１日
至平成29年
　６月30日

自平成28年
　４月１日
至平成29年
　３月31日

売上高 （千円） 12,174,826 12,256,336 45,121,858

経常利益 （千円） 449,240 629,472 1,774,975

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 286,649 380,965 1,186,416

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 525,831 312,240 1,305,589

純資産額 （千円） 14,734,416 15,658,615 15,496,799

総資産額 （千円） 24,345,893 24,165,413 23,785,799

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 53.36 70.91 220.84

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 60.4 64.8 65.2

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

　当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会

社）が判断したものであります。

 

(1) 業績の状況

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、企業業績や雇用環境は緩やかながらも改善が見られました

が、欧米の政治情勢が不安定なこと、また新興国の景気減速懸念もある中で、先行きは不透明な状態が続いてお

ります。

　当流通業界におきましても、消費者の生活必需品に対する節約志向が引き続き強い中、賃金上昇による人件費

の増加や物流コストの上昇、そして業種・業態を超えた企業間の競争なども相まって、厳しい環境が継続してお

ります。

　こうした状況下において、当社グループは卸売業の保有する商流・物流・商品開発・情報・金融など様々な機

能を活かし、時代とともに変化する卸売業への要請に応えるべく、全社一丸となって取り組んでまいりました。

中でも商流・物流のネットワークにおいては、取引先の要望にスピーディに対応できる体制を整えるとともに、

商流・物流一体となった総合的な流通サービスの提案を推し進めてまいりました。

　上記の結果、当第１四半期連結累計期間における当社グループの業績は、売上高は殺虫剤等の季節商材の導入

が想定をやや下回ったものの、その他の通年商材の拡売で収益を確保できたことから、12,256百万円(前年同期

比100.7％)となりました。利益面は新センター稼働に伴う初期コストにより販売費及び一般管理費が増加したも

のの、仕入原価低減への地道な取り組みにより売上総利益が拡大し、営業利益は590百万円(前年同期比

141.0％)、経常利益は629百万円(前年同期比140.1％)、親会社株主に帰属する四半期純利益は380百万円(前年同

期比132.9％)となりました。

 

(2) 財政状態の分析

(資産)

　当第１四半期連結会計期間末における総資産は、24,165百万円(前連結会計年度末比379百万円増加)となりま

した。流動資産につきましては、12,963百万円(前連結会計年度末比422百万円増加)となりました。主な要因と

しましては、受取手形及び売掛金が640百万円増加したことによるものであります。固定資産につきましては、

11,201百万円(前連結会計年度末比42百万円減少)となりました。主な要因としましては、投資その他の資産が22

百万円減少したことによるものであります。

(負債)

　当第１四半期連結会計期間末における負債は、8,506百万円(前連結会計年度末比217百万円増加)となりまし

た。流動負債につきましては、7,089百万円(前連結会計年度末比337百万円増加)となりました。主な要因としま

しては、短期借入金が970百万円増加したことによるものであります。固定負債につきましては、1,417百万円

(前連結会計年度末比119百万円減少)となりました。これは主に長期借入金が100百万円減少したことによるもの

であります。

(純資産)

　当第１四半期連結会計期間末における純資産は、15,658百万円(前連結会計年度末比161百万円増加)となりま

した。主な要因としましては、利益剰余金が230百万円増加したことによるものであります。

 

(3）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

(4）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(5）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 14,000,000

計 14,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成29年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成29年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 5,441,568 5,441,568
東京証券取引所

市場第二部

単元株式数

100株

計 5,441,568 5,441,568 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成29年４月１日～

平成29年６月30日
－ 5,441,568 － 719,530 － 690,265

 

（６）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（７）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成29年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしております。

①【発行済株式】

平成29年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　  69,200 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　5,369,600 53,696 －

単元未満株式 普通株式　　　2,768 － －

発行済株式総数 5,441,568 － －

総株主の議決権 － 53,696 －

　 （注） 「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が500株含まれております。

また、「議決権の数」欄には同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数５個が含まれております。

②【自己株式等】

平成29年６月30日現在
 

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

ハリマ共和物産㈱
兵庫県姫路市飾東

町庄313番地
69,200 － 69,200 1.27

計 － 69,200 － 69,200 1.27

　 （注） 当第１四半期会計期間末現在の自己株式数は69,223株であります。

 

２【役員の状況】

　該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日から平

成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,791,834 2,448,771

受取手形及び売掛金 7,613,130 8,253,287

商品 1,598,976 1,713,331

その他 541,536 552,619

貸倒引当金 △3,740 △4,124

流動資産合計 12,541,738 12,963,885

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,898,897 2,899,749

土地 4,259,409 4,259,409

その他（純額） 1,131,745 1,118,282

有形固定資産合計 8,290,052 8,277,442

無形固定資産 132,884 125,932

投資その他の資産 ※ 2,821,123 ※ 2,798,154

固定資産合計 11,244,060 11,201,528

資産合計 23,785,799 24,165,413

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 4,150,668 3,980,224

短期借入金 400,000 1,370,000

1年内返済予定の長期借入金 400,000 400,000

未払法人税等 591,457 243,539

賞与引当金 43,801 36,368

その他 1,166,450 1,059,570

流動負債合計 6,752,377 7,089,703

固定負債   

長期借入金 462,500 362,500

役員退職慰労引当金 287,493 287,954

退職給付に係る負債 392,998 397,385

その他 393,629 369,255

固定負債合計 1,536,621 1,417,095

負債合計 8,288,999 8,506,798
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成29年３月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成29年６月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 719,530 719,530

資本剰余金 748,897 748,897

利益剰余金 13,673,891 13,904,431

自己株式 △59,518 △59,518

株主資本合計 15,082,800 15,313,340

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 476,642 407,917

土地再評価差額金 △62,642 △62,642

その他の包括利益累計額合計 413,999 345,275

純資産合計 15,496,799 15,658,615

負債純資産合計 23,785,799 24,165,413
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

売上高 12,174,826 12,256,336

売上原価 10,827,226 10,707,224

売上総利益 1,347,600 1,549,112

販売費及び一般管理費 928,532 958,355

営業利益 419,067 590,756

営業外収益   

受取利息及び配当金 18,620 21,427

業務受託手数料 30 8,675

持分法による投資利益 328 1,793

その他 13,447 8,166

営業外収益合計 32,426 40,063

営業外費用   

支払利息 2,254 1,347

営業外費用合計 2,254 1,347

経常利益 449,240 629,472

税金等調整前四半期純利益 449,240 629,472

法人税等 162,245 248,506

四半期純利益 286,994 380,965

非支配株主に帰属する四半期純利益 344 －

親会社株主に帰属する四半期純利益 286,649 380,965
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第１四半期連結累計期間
(自　平成28年４月１日
　至　平成28年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成29年４月１日
　至　平成29年６月30日)

四半期純利益 286,994 380,965

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 238,837 △68,724

その他の包括利益合計 238,837 △68,724

四半期包括利益 525,831 312,240

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 525,486 312,240

非支配株主に係る四半期包括利益 344 －
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【注記事項】

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計

適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　資産の金額から直接控除している貸倒引当金の額

 
前連結会計年度

（平成29年３月31日）
当第１四半期連結会計期間
（平成29年６月30日）

投資その他の資産 13,450千円 13,450千円

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四

半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自 平成28年４月１日
至 平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自 平成29年４月１日
至 平成29年６月30日）

減価償却費 128,851千円 115,369千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自平成28年４月１日　至平成28年６月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年６月29日

定時株主総会
普通株式 139,684 26  平成28年３月31日  平成28年６月30日 利益剰余金

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自平成29年４月１日　至平成29年６月30日）

　配当金支払額

 
 
（決議）

株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成29年６月29日

定時株主総会
普通株式 150,425 28  平成29年３月31日  平成29年６月30日 利益剰余金

　（注）　平成29年６月29日定時株主総会の決議による１株当たり配当額には、創立110周年記念配当１円を含んでおり

ます。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当社は「卸売事業」の単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　平成28年４月１日
至　平成28年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成29年４月１日
至　平成29年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 53円36銭 70円91銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
286,649 380,965

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
286,649 380,965

普通株式の期中平均株式数（千株） 5,372 5,372

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

  平成29年８月９日

ハ リ マ 共 和 物 産 株 式 会 社   

 取 締 役 会　御 中   

 

 有限責任監査法人　ト ー マ ツ  

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 森村　圭志　　  印

 

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 矢倉　幸裕　　  印

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハリマ共和物産
株式会社の平成29年４月１日から平成30年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成29年４月１日か
ら平成29年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成29年４月１日から平成29年６月30日まで）に係る四半期連
結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四
半期レビューを行った。
 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結
財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表
を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す
る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠
して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質
問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
 
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め
られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハリマ共和物産株式会社及び連結子会社の平成29年６月30日現在の財
政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべて
の重要な点において認められなかった。
 
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告
書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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